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研究テーマは、歴史都市における防災と文化遺産保全のためのコミュニティ・プラニング。京都
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都市・京都に住む皆さんが地域の遺産やまちなみを守り続けるための参考になれば幸いです。 

 

ど、日本と東南アジアの歴史都市を対象として、住民自身が貴重な文化遺産・資源を後世に伝え

ていくための将来像（ビジョン）の共有について研究を行っている。 
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の事例から－」 

How to Preserve

法制度や予算上の課題の多い東南アジアでは、行政の力だけで文化遺産や歴史的まちなみを

全することは難しく、そこに住む人々の協力が重要となります。本発表では、タイ王国の世界遺産

アユタヤ遺跡と王宮所有地の事例から、住民が自分たちの手で歴史的まちなみや文化遺産を災害

や乱開発から保全するための方法を考えていきます。この発表が、単なる事例研究を超えて、歴史


